示 談 書


債権者（以下「甲」）と債務者（以下「乙」）は、両者間の金銭貸借に関し、以下の通り合意した。

	１．債務の確認
	乙は甲に対し、令和〇年〇月〇日付の金銭消費貸借契約に基づき、残債務が金〇〇円であることを確認した。

	２．弁済方法
	乙は甲に対し、第1項の金額を令和〇年〇月〇日までに、甲が指定する銀行口座に振り込んで支払う。

	３．清算条項
	本件に関し、甲と乙との間には本示談書に定めるもののほかに、何らの債権債務がないことを相互に確認する。

	
以上、甲、乙間で示談が成立したことの証として、本書二通作成し、甲、乙それぞれが署名押印の上、甲乙各一通を所有する。



令和7年12月18日

（甲）
住所
氏名                    印

（乙）
住所
氏名                    印

